
消火器の破裂事故に
ご注意を！平成 13 年度に死者の出る消火器の破裂事故が３件発生し、以降も

10年間で11件の破裂事故が発生しています。今年も７月22日（徳
島県）、同 25 日（鹿児島県）と相次いで発生しているところです。
改めてご家庭などの消火器の点検をお願いします。

　
消
火
器
の
破
裂
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
家
庭
、
職
場
な
ど
で
消
火
器
の

点
検
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

点
検
事
項

▽
サ
ビ
や
腐
食
、
変
形
は
な
い
か

▽
部
品
の
脱
落
、
破
損
、
ゆ
る
み
は

な
い
か

▽
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
か

▽
湿
気
の
多
い
場
所
に
設
置
し
て
い

な
い
か

事
故
原
因
・
共
通
点

　
今
回
、
事
故
が
起
き
た
消
火
器
は
、

粉
末
Ａ
Ｂ
Ｃ
10
型
加
圧
式
消
火
器
と

い
い
ま
す
。
こ
の
消
火
器
は
、
内
部

に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
ボ
ン
ベ
が

入
っ
て
お
り
、
レ
バ
ー
を
握
る
と
ボ

ン
ベ
の
封
板
を
破
り
、
消
火
器
内
部

の
圧
力
を
高
め
て
消
火
剤
を
噴
出
す

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内

部
圧
力
に
老
朽
化
し
た
容
器
が
耐
え

ら
れ
な
く
な
り
破
裂
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
消
火
器
に
はご

注
意
を
！

▽
消
火
器
に
サ
ビ
、
腐
食
、
変
形
が

あ
る
も
の
（
特
に
本
体
の
底
部
、

キ
ャ
ッ
プ
部
）

▽
キ
ャ
ッ
プ
に
ゆ
る
み
が
あ
る
も
の

▽
本
体
に
表
示
し
て
あ
る
耐
用
年
数

を
過
ぎ
た
も
の

　
以
上
の
よ
う
な
消
火
器
は
、
た
と

え
緊
急
時
で
あ
っ
て
も
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
棄

さ
れ
た
消
火
器
も
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
　
消
防
本
部
予
防
係
　（
☎
21
・

０
１
１
９
　
内
線
33
番
）

　
消
火
器
は
粗
大
ご
み
や
一
般
ご
み

な
ど
と
し
て
廃
棄
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
㈳
日
本
消
火
器
工
業
会
が

地
域
の
販
売
代
理
店
な
ど
と
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

を
利
用
し
、
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
消
火
器
の
処
分
に
は
廃
消

火
器
に
貼
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル

代
、
お
よ
び
運
送
・
保
管
費
用
が
必

要
で
す
。

　
泉
大
津
市
近
隣
の
リ
サ
イ
ク
ル
申

し
込
み
窓
口
に
つ
い
て
の
最
新
情
報

は
、
㈱
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ferpc.jp/accept/

）
で
検
索

で
き
ま
す
。

郵
送
で
も
回
収
で
き
ま
す

　
郵
送
（
ゆ
う
パ
ッ
ク
）
に
よ
り
回

収
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の
場

合
事
前
に
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

申
込
先
　
ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝
０

１
２
０
・
８
２
２
・
３
０
６
） 

※

消
火
器
全
般
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
㈳
日
本
消
火
器
工
業
会
（
☎

０
３
・
３
８
６
６
・
６
２
５
８
）
へ

お
願
い
し
ま
す
。

市立病院のお知らせ

消火器の破裂事故に
ご注意を！

エコー室

透析機器

平成 13 年度に死者の出る消火器の破裂事故が３件発生し、以降も
10年間で11件の破裂事故が発生しています。今年も７月22日（徳
島県）、同 25 日（鹿児島県）と相次いで発生しているところです。
改めてご家庭などの消火器の点検をお願いします。

エコー室を移動し診察室が１室増えました
　市立病院では、診察の待ち時間の解消・充実を図るため、
エコー室を２階に移動しました。その結果、診察室が１室増え、
患者さんの快適性・利便性を考慮したつくりとなっています。
エコー機器についても随時更新を行っており、消化器・乳腺・
甲状腺等を高画質・高感度で表示する機種を導入しています。
人工透析関連機器を更新しました
　平成８年に透析室をスタートしてから 15年ぶりに透析関連

機器の更新を行いました。
　透析液の清浄化への重要性が高まる中、今回の更新でより
良質な透析液の提供が可能となりました。また、システム管
理機能も強化されたことで患者さんの異変にいち早く気付く
ことができるようになり、安全に対してより万全を期した状
態での血液透析が可能になりました。
問合　市立病院総務課（☎32・5622）

写真左から、「腐食により底板の外れたもの」「キャップ部が錆びたもの」「底
部が錆びたもの」「へこみにより変形したもの」

消
火
器
の
処
分
方
法
に
ご
注
意
を
！

消
火
器
は
粗
大
ご
み
や

一
般
ご
み
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
！

【絶対に使用してはいけない消火器の例】

消火器にサビ・腐食や部品の破損・ゆるみがないか今一度チェックしましょう
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相談内容
法律相談
行政相談
人権相談
市政相談
貸金業相談
交通事故相談

税務相談
(国税・市税 )

年金相談
消費生活相談

土地家屋調査士相談
司法書士相談
不動産相談
教育相談

遺言・相続・許認可相談

相談機関（相談員）
弁護士

行政相談委員
人権擁護委員
総務部長

大阪府貸金業対策課
交通事故相談員
泉大津税務署

近畿税理士会泉大津支部
税務課

堺西年金事務所
消費生活相談員

大阪土地家屋調査士会
大阪司法書士会

大阪府宅地建物取引業協会
教育研究所長

大阪府行政書士会

■一日なんでも相談表

※法律相談のみ電話予約（☎23・4400）が必要。
相談日前日の 19日㈬午前 9時から受け付けし、
先着16人とします。

広告枠

この広告は、泉大津市の行財政改革の一環として掲載しているもの
です。広告料収入は、泉大津市の歳入に組み入れられています。泉
大津市が広告内容等について推奨等をするものではありません。広
告内容に関するご質問は、広告主に直接お問い合わせください。

の
　
り
　
し
　
ろ

の
　
り
　
し
　
ろ

〜
封
筒
裏
面
イ
メ
ー
ジ
〜

たて　8.5 ㎝
よこ　6㎝

広告枠
たて　8.5 ㎝
よこ　6㎝

　
10
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
は
「
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
市
で
は
、
こ

の
期
間
に
合
わ
せ
て
「
特
設
行
政
相

談
」
や
「
一
日
な
ん
で
も
相
談
」
を

開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
お
悩
み
の
こ

と
を
、
こ
の
機
会
に
専
門
相
談
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

「
一
日
な
ん
で
も
相
談
」
詳
細

法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
法
律
や
金
融
、
年
金
、
税
、
不
動

産
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
専
門
家
が
応
じ
る
「
一
日

な
ん
で
も
相
談
」
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
相
談
の
み
事
前
の
予

約
が
必
要
で
、
先
着
16
人
で
す
。
法

律
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
19
日
㈬

の
午
前
９
時
か
ら
受
付
専
用
電
話

（
☎
23
・
４
４
０
０
）
で
事
前
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
20
日
㈭
　
午
後
１
時
〜

３
時

場
所
　
市
役
所
３
階
大
会
議
室
　
法

律
相
談
の
み
１
階
市
民
相
談
室

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
国
な
ど
の
業
務
に
対
す
る
苦
情

や
、
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
25
日
㈫
　
午
後
１
時
〜

３
時

場
所
　
南
公
民
館

行
政
相
談
委
員
と
は…

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相

談
を
受
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助

言
や
関
係
す
る
行
政
機
関
へ
通
知
し

て
い
ま
す
。
本
市
の
行
政
相
談
委
員

は
次
の
２
人
で
す
。

▽
堺
正
彦
　
東
雲
町
14
ー
54
ー
６
０

３
（
☎
32
・
５
０
８
２
）

▽
山
出
　
夫
　
東
助
松
町
３
ー
11
ー

15
（
☎
33
・
３
４
９
４
）

問
合
　
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

公用封筒へ広告を
掲載しませんか？

年間約８万枚発送する有効な広告媒体です

　市では、平成 24 年度に市民の皆さんに納税通知書など、
さまざまな通知書を送付する際に使用する封筒に広告を掲
載する企業、団体などを募集します。
　市からの通知文は、必ず内容などを確認するものであり、
その封筒は広告媒体として非常に有効です。
対象となる主な通知書　来年度の市・府民税、軽自動車税、
固定資産税・都市計画税の各納税通知書、児童手当・子ど
も手当関係書類、児童扶養手当関係書類など
募集広告枠、枚数など　①広告枠…封筒裏面２枠　②サイ
ズ…縦 8.5 ㎝ × 横 6 ㎝　③広告の色…単色　④発送枚数
… 78,000 枚　⑤募集価格…１枠５万円以上（消費税相当
額含む）
備考　広告の版下作成までは広告主で負担。封筒および封
筒の印刷経費は市が負担
応募方法　所定の申込書に必要事項を記入し、10 月 28 日
㈮必着で行政改革推進室へ郵送。申込書は行政改革推進室

窓口に設置、また市ホームページからもダウンロード可
掲載できない広告　①法令などに違反するもの又はそのお
それがあるもの　②公序良俗に反するもの、またはそのお
それがあるもの　③政治性、宗教性のあるもの　④個人の
主義主張　⑤公衆に不快の念、または危害を与えるおそれ
があるもの　⑥消費者金融及び高利貸しに係るもの　⑦市
の市税を滞納している事業者のもの　⑧その他納税通知書
の封筒に掲載する広告として市長が不適当と認めるもの
広告主の決定　審査により、広告の内容が公用封筒に掲載
するのに最も適当と認められる企業、団体などに決定
問合　行政改革推進室（市役所４階）

一
日
な
ん
で
も
相
談

市
民
の
皆
さ
ん
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

司法書士

行政相談員

税務署員

弁護士
Lawyer

judicial
  scrivener

など、
各分野の
専門家が

市役所に集結！

午後1時～
（木曜日）

tax-office
       clerk

government
 consultants
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蜷消火器の破裂事故／市立病院のお知らせ／一日なんでも相談／公用封筒広告主募集



市立駐車場で
Let’ s  PARK & RIDE ! 

　
自
宅
か
ら
泉
大
津
駅
ま
で
マ
イ

カ
ー
を
使
っ
て
、
駅
前
の
市
立
駐
車

場
に
駐
車
し
、
電
車
な
ど
に
乗
り
換

え
る
「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
」

通
勤
し
ま
せ
ん
か
？

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ら

１
日
５
６
７
円
で
利
用
Ｏ
Ｋ

利
用
で
き
る
時
間
　
午
前
７
時
〜
午

後
11
時
（
午
後
11
時
以
降
は
翌
日
の

午
前
７
時
ま
で
入
出
庫
不
可
）

駐
車
料
金

●
普
通
駐
車
料
金…

最
初
の
30
分
ま

で
１
８
０
円
、
以
降
30
分
ご
と
に

１
７
０
円
。
一
日
限
度
額
７
０
０

円
（
同
一
日
の
入
出
庫
に
限
る
）

●
夜
間
駐
車
料
金…

１
回
３
５
０
円

（
午
後
10
時
30
分
〜
翌
午
前
７
時

30
分
）

●
定
期
駐
車
料
金…

１
か
月
９
０
０

０
円

注
意
事
項

▽
本
駐
車
場
は
車
庫
証
明
の
発
行
は

し
ま
せ
ん

▽
定
期
券
の
発
売
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
先
着
順
と
し
ま
す

▽
利
用
で
き
る
自
動
車
は
、
長
さ
４
・

８
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
を
超
え
な
い
も

の
（
た
だ
し
特
殊
車
、
二
輪
車
の

駐
車
は
不
可
）

回
数
券
と
カ
ー
ド
で

駐
車
場
が
も
っ
と
オ
ト
ク
に
！

●
回
数
券…

▽
30
分
券
10
枚
　
１
６

０
０
円
（
通
常
料
金
で
30
分×

10
回

停
め
た
場
合
よ
り
２
０
０
円
お
得
）

　
▽
１
時
間
券
10
枚
　
３
０
０
０
円

（
通
常
料
金
で
１
時
間×

10
回
停
め

た
場
合
よ
り
５
０
０
円
お
得
）　
▽

２
時
間
券
10
枚
　
５
７
０
０
円
（
通

常
料
金
で
２
時
間×

10
回
停
め
た
場

合
よ
り
１
２
０
０
円
お
得
）

●
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド…

▽
３
０
０

０
円
相
当
　
２
６
０
０
円
　
▽
５
０

０
０
円
相
当
　
４
２
０
０
円
　
▽
１

万
円
相
当
　
８
１
０
０
円

　
定
期
券
の
販
売
は
駐
車
場
管
理

室
、
回
数
券
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

の
販
売
は
駐
車
場
管
理
室
お
よ
び
土

木
課
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。。

問
合
　
土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

■ 予防接種実施医療機関
医療機関名

あさくまクリニック虫取診療所
あずま医院
油谷クリニック
泉大津市立病院　
伊藤胃腸科・内科
井庭医院

うえにし乳腺消化器クリニック
うちだこどもクリニック

戎野内科医院
小川医院

沖本クリニック
片岡泌尿器科クリニック

上條診療所
かやのき内科医院
かわい病院
川島整形外科
川口クリニック
川知内科クリニック

川端医院
きむら耳鼻咽喉科クリニック

塩田内科医院
重信内科
柴谷内科

杉本クリニック
高橋内科歯科クリニック

竹原医院
田中内科クリニック

寺本医院
助松団地診療所
中医院

中瀬クリニック
中谷クリニック
永野医院

長野クリニック
長本医院
西本医院
原病院

平山胃腸科・内科
ふじいクリニック
三浦クリニック
三瀬医院

宮崎耳鼻咽喉科
村上クリニック
東雲八木診療所
やまだクリニック
吉川病院

吉田内科クリニック

電話番号
33･6401
32･0897
32･5111
32･5622
22･0230
21･0443
33･0724
20･6360
32･5511
45･3463
31･3380
20･5123
32･1271
22･0378
21･6222
23･5600
32･0050
20･6800
32･2580
20･0181
45･1391
22･2233
32･2384
20･1585
23･3432
22･2255
33･2671
32･1848
32･5776
32･1578
21･2501
23･3311
32･1075
32･3234
32･1280
23･0070
21･6616
33･6017
20･0224
21･6081
44･3104
20･0888
31･2202
32･7776
33･8882
32･3666
31･1988

住所
虫取町１－６－38
池園町14－18
豊中町2ー5ー10
下条町16－１

池浦町4ー2ー25
田中町２－24

二田町1ー13ー13 あすと松ノ浜2階
旭町22－64 SAビル2階
東助松町１ー７－３
東豊中町1ー5ー55
旭町23－38
寿町3－34
森町２ー３－８
上之町６－23
豊中町２ー６－５
池浦町4ー5ー41
なぎさ町６－１－503
池浦町4ー5ー10
戎町５－９

東助松町2ー6ー2ー1
東豊中町1ー12ー6
豊中町3ー2ー35
昭和町１－１

助松町１ー２－15
寿町９－30
下条町18－17

松ノ浜町2ー7ー28
旭町12－12
助松団地3ー11
田中町9－16
楠町東１－１

二田町2ー3ー23
上之町7－34

二田町1ー12ー8
東助松町１ー12－９
田中町4ー24

東助松町１ー７－１
松ノ浜町1ー1ー4
池園町14ー3

松之浜町2ー2ー8
東豊中町3ー18ー1
池浦町1ー2ー18

旭町18ー3 アルザ泉大津
東雲町２－13

曽根町3ー9ー33
春日町２－10
森町１ー３－25

　次の対象者で、希望する人にインフルエンザ予防
接種を行います。義務接種ではありません。
対象者　65歳以上の市民、および 60歳以上 65歳
未満の市民で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自
己の身辺の日常生活行動が極度に制限される程度の
障がいを有する人、およびヒト免疫不全ウイルスに
より免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度
の障がいを有する身体障害者手帳1級に相当する人
接種期間　10月 17日㈪～ 12月末（ただし、各医
療機関の年末診療終了日まで）
接種回数　1回
持物　健康保険証
接種費用　自己負担金　1,000円
　なお、生活保護受給者は接種費用が免除されます。
生活福祉課が発行する生活保護受給証明書を、接種
時に医療機関窓口に提出してください。
※市内実施医療機関以外や市外医療機関での接種
は、全額自費となります。市外の病院・施設などに
入所の場合、保健センターにお問い合わせください。
※接種後の償還払いは、ありません。
　　
　新型インフルエンザワクチン接種は、平成 23 年
3 月 31 日で終了になりました。上記「対象者」以
外の人の季節型インフルエンザ予防接種は、任意予
防接種となりますので、希望する人は自費にて接種
してください。
問合　保健センター（☎33・8181）

65 歳以上およ
び条件を満たす

60～65歳の人
が該当

市立駐車場で
Let’ s  PARK & RIDE ! 

めっちゃ
安い !

使い
やすい !
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男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

ユ
ニ
バ
ー
サ
ルデ

ザ
イ
ン

ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
建

築
家
で
あ
り
、
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
立
大
学
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
を
務
め
た
ロ
ナ
ル
ド
・

メ
イ
ス
教
授
が
提
唱
し
た
概

念
で
す
。
年
齢
、
性
別
、
国

籍
、
人
種
、
障
が
い
の
違
い

や
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
、
で

き
る
だ
け
支
障
な
く
気
持
ち

よ
く
使
え
る
よ
う
に
、
都
市

や
生
活
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
と
定
義
さ
れ
、
①
ど

ん
な
人
で
も
公
平
に
使
え
る

こ
と
、
②
使
う
う
え
で
自
由

度
が
高
い
こ
と
、
③
使
い
方

が
簡
単
で
、
す
ぐ
に
分
か
る

こ
と
、
④
必
要
な
情
報
が
す

ぐ
に
分
か
る
こ
と
、
⑤
う
っ

か
り
ミ
ス
が
危
険
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
、
⑥
身
体
へ
の

負
担
が
少
な
い
こ
と
、
⑦
利

用
す
る
た
め
の
十
分
な
大
き

さ
と
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

の
７
つ
の
原
則
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
付

コ
ン
セ
ン
ト
の
電
気
ポ
ッ
ト

や
加
湿
器
（
も
し
コ
ー
ド
に

足
を
引
っ
掛
け
て
も
す
ぐ
に

外
れ
る
た
め
、
ポ
ッ
ト
な
ど

が
転
倒
し
て
熱
湯
で
火
傷
を

す
る
と
い
っ
た
事
故
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
）
や
ポ
ン
プ

部
分
の
形
状
が
異
な
っ
た
シ

ャ
ン
プ
ー
と
リ
ン
ス
（
洗
髪

を
し
て
い
る
と
き
は
目
を
閉

じ
て
使
用
す
る
の
で
便
利
で

あ
る
）
や
斜
め
ド
ラ
ム
式
洗

濯
機
（
背
の
高
い
人
や
小
柄

な
人
、
お
年
寄
り
、
子
ど
も
、

車
い
す
の
人
で
も
だ
れ
で
も
、

洗
濯
物
の
出
し
入
れ
が
楽
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
い
ず
れ
に
も
大
切
な
こ
と

は
、
十
分
に
機
能
す
る
社
会

が
必
要
で
あ
る
点
で
す
。
道

路
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置

し
て
も
、
そ
の
う
え
に
放
置

自
転
車
が
あ
れ
ば
、
機
能
し

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
集
ま
っ
た

社
会
が
必
要
で
す
。
お
年
寄

り
・
子
ど
も
・
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
の
こ
と
を
、
ど
れ

だ
け
自
分
の
問
題
と
し
、
行

動
で
き
る
か
が
肝
心
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
支
え

合
い
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
社
会
で
あ
る
た
め
に

も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
関
心
を
持
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

ユ

東日本大震災復興に女性の視点を！
「想定外の大災害」といわれた東日本大震災から半年

以上が過ぎましたが、災害復興、被害者支援はまだまだ
これからです。なかでも避難所では女性の視点･ニーズ
が充分反映されているとはいえずさまざまな問題が浮上
しています。
避難所開設当初から運営計画に当然入っているべき事

項として、授乳やおむつ交換、着替え、情報交換や相談
などが自由にできる女性専用のスペースの確保や、女性
用の洗濯物干し場、男女別々で安心して使用できるトイ
レの設置などがあります。被災直後の混乱期では実現は
なかなか難しいことですが、みんなが必要だと認識する
こと、意識することが実現につながります。
東日本大震災の対応について、内閣府男女共同参画局

は、「被災者支援や生活再建、まちづくりを始めとする
復興など、災害対応の状況に応じて、男女共同参画の視
点を踏まえ、多様なニーズに配慮しながらさらにきめ細
かい取り組みを進めるとともに、女性の参画を促進して
いくことが必要である。また、避難所運営等にあたって
は、女性のニーズへの配慮や女性の参画についての対応
が充分に行われていない事例などが見られる。このこと
から、男女共同参画の観点から取り組みをさらに進める
とともに、今後課題の抽出を行い、その教訓を活かし災
害対策の改善を図っていく必要がある」としています。
今後、女性の視点を充分に組み込んだ災害対策が必要

なことはもちろんですが、決して「想定外の災害」が発
生しないよう万全の対策を望みたいものです。

11 広報いずみおおつ　平成23年10月号




